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　令和4年12月の一斉改選における埼玉県の欠員率は全国から見ても高率であった状況を踏まえ、
欠員問題は喫緊の課題とし、地区民児協支援部会（以下、部会）の活動テーマとして、考察する
ことになりました。
　部会員に「欠員の状況と改善のための意見」調査を募り、それを基に意見交換しました。欠員
が起こる原因や欠員地域への対応について考察し、欠員をなくすための課題を7つに整理しました。
（詳しくは、「埼玉県民児協だより№175 県大会特集号（令和5年12月1日発行）」10-11頁をご覧
ください。）
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　制度の説明や質疑応答により、「民生委員の欠員」は課題であるが「協力員制度」は、推薦方法
や民生委員のサポートを最優先する制度の目的などから、民生委員活動の実情に寄り添った制度
となり、民生委員の負荷軽減・個人からチーム活動への有効なツールであると確信しました。
　また、「民生委員の欠員」にあたり行政・学校・住民等への広報・各イべントでのアピール活動
に積極的に参加し、民生委員のイメージアップを図り、住民（特に若者）に興味・関心を持たせ
ることが重要と改めて考えさせられました。
　研修は、予定時間を遥かにオーバーしていることさえ気がつかない程、熱心に討議されました。
　全国大会前日にも関わらず、研修を受け入れてくださった「広島市民児協」の方々に深く感謝
をいたします。また、これを契機により一層の交流が深まり住民のための民生委員活動を推進し
ていきましょう。
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　7課題について「発想の転換」をキーワードに方向性を整理しました。民生委員・児童委員活動
のやりやすい環境づくりや令和7年の一斉改選に向けて、県福祉部社会福祉課との意見交換や、関
係機関・団体への意見具申を検討していきます。
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�����•�協力員は、補助を必要とする民生委員の要望を受けてのみ設置を検討するものだから。民生
委員の要望とそれを受けた地区民児協会長の判断を最重要視している。
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�����•�行政側から欠員解消の手段として発案。予
算要求のうえで大きかった点は、行政職員
が民児協事務局を兼ねている点である。民
生委員と直接的な意見交換ができるのに加
えて、市内の包括的な福祉支援体制の中で
民生委員に対するサポートも行政職員とし
てできる。
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�ð�民生委員のなり手確保・負担軽減に
おいて、少しでも効果的な可能性が
あるものについては財政当局に対し
て要求している。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
確

認
か
ら
3
年
半
が
経
過
し
、
感
染
症
法

の
分
類
で
2
類
相
当
か
ら
5
類
へ
引
き

下
げ
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
と
い
う
局

面
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
町
民
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
、

マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
・
消
毒
、
密
に
な

ら
な
い
場
所
づ
く
り
、
会
食
を
伴
う
集
会

の
取
り
止
め
な
ど
に
よ
り
、
大
き
な
感
染

は
防
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員

の
活
動
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に

大
き
な
影
響
を

受
け
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え 

地
域
に
寄
り
添
う

身
近
な
日
常
活
動
、
見
守
り
を
行
い
、

課
題
を
抱
え
る
住
民
を
把
握
し
、
町
等
の

関
係
機
関
に
つ
な
ぎ
、
住
民
の
生
活
に
必

要
な
支
援
を
す
る
こ
と
が
大
き
な
役
割
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
い
間
活
動
自
粛

や
事
業
の
取
り
止
め
に
よ
り
、
住
民
に
信

頼
さ
れ
、
地
域
に
安
心
感
を
与
え
る
存
在

感
が
薄
く
な
っ
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

　

地
域
住
民
に
寄
り
添
い
、
住
民
目
線

に
立
っ
た
地
道
な
日
常
活
動
を
行
う
こ
と

が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
全
員
が
、
焦
ら
ず
・
着
実
に

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま

す
。

　

令
和
5
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

数
年
間
中
止
、
又
は
規
模
縮
小
し
て
い
た

事
業
の
再
開
や
内
容
の
見
直
し
に
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

1�

．「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
再
開
」
を
一

部
区
域
で
行
い
、
昨
年
12
月
一
斉
改
選

で
新
委
員
に
な
ら
れ
た
方
25
名
に
は
サ

ロ
ン
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
以

前
か
ら
町
内
で
の
交
流
を
深
め
ら
れ
る

機
会
と
し
て
好
評
で
あ
っ
た
事
業
を
、

来
年
度
に
は
町
内
全
域
で
取
り
組
め

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

2�

．「
小
中
学
校
の
訪
問
」
は
、
今
ま
で

学
校
側
の
教
育
方
針
や
取
り
組
み
の

説
明
を
受
け
る
や
り
方
で
し
た
が
、
今

回
は
児
童
・
生
徒
の
行
動
や
不
登
校
、

虐
待
・
育
児
放
棄
な
ど
の
状
況
を
把

握
し
て
、
学
校
側
と
問
題
・
課
題
を

共
有
す
る
や
り
方
に
変
更
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

3�
．
赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
を
再
開

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
と
き
が
わ
町

社
会
福
祉
協
議
会
と
実
施
内
容
を
協

議
し
、
11
月
の
「
木
の
く
に
と
き
が
わ

ま
つ
り
」
で
募
金
活
動
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

�

（
と
き
が
わ
町　
岩
田
利
二
）

　
「
○
○
さ
ん
の
お
宅
の
新
聞
が
郵
便
受

け
に
溜
ま
っ
て
ま
し
て
、
何
か
お
聞
き
し

て
い
ま
す
か
？
」
と
役
場
か
ら
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
お
宅
の
家
主
は
60
代
の

単
身
の
男
性
で
、
以
前
お
見
掛
け
し
た
時

は
元
気
な
印
象
の
方
で
し
た
。
し
か
し
役

場
か
ら
の
連
絡
の
後
、
家
の
中
で
倒
れ
て

亡
く
な
ら
れ
て
い
る
家
主
が
発
見
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
突
然
死
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
地
域
を
気
に
か
け
て
い
て
も
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
し
ま
い
残
念
で

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
定
例
会
で

町
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
高
齢
や
障
が
い
等
に
よ
り

見
守
り
が
必
要
な
世
帯
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
通
し
て
知
る
こ
と

コ
ロ
ナ
後

コ
ロ
ナ
後
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
あ
り
方

あ
り
方

と
き
が
わ
町

と
き
が
わ
町

鳩
山
町

鳩
山
町

ときがわ町サロン
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事
業
で
、
電
話
回
線
に
警
備
会
社
の
機

器
を
繋
げ
、
機
器
の
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と

で
警
備
会
社
に
通
報
が
で
き
る
こ
と
や
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
（
ド
ア
の
開
閉
）
が
24

時
間
以
上
確
認
さ
れ
な
い
と
警
備
会
社

が
駆
け
付
け
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
に
つ
い
て
委
員
よ
り
「
事
業

を
周
知
す
る
に
は
実
物
を
知
っ
て
お
い
た

方
が
説
明
し
や
す
い
の
で
は
？
」
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
町
の
民
児
協

事
務
局
と
相
談
し
て
、
町
と
契
約
し
て
い

る
警
備
会
社
を
定
例
会
に
お
呼
び
し
て
、

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
修
会
を

開
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

研
修
を
通
し
て
、
鳩
山
町
の
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
は
、
在
宅
が
中
心
の
方
に
は

適
し
て
い
ま
す
が
、
通
報
端
末
が
家
か
ら

離
れ
る
と
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
外

出
が
多
い
方
に
は
あ
ま
り
適
さ
な
い
こ
と

や
、
電
話
回
線
が
な
い
世
帯
に
は
設
置
が

で
き
な
い
な
ど
、
世
帯
に
よ
っ
て
事
業
の

適
不
適
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
冒
頭
で
触
れ
た
方
も
、
も
し
適
し
た
見

守
り
支
援
が
で
き
て
い
れ
ば
、
も
う
少
し

早
く
発
見
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
な
が
ら
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
限
り
な

く
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
願
い
、
今
日
も
ま
た

地
域
の
方
へ
の
声
掛
け
を
お
こ
な
い
ま

す
。

�

（
鳩
山
町　
矢
野
幹
夫
）

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
仕
事
で
核

と
な
る
活
動
は
、
担
当
区
域
の
生
活
実
態

を
把
握
し
、
様
々
な
相
談
に
応
じ
る
こ

と
、
必
要
に
応
じ
て
行
政
に
つ
な
ぐ
こ
と

で
す
。コ
ロ
ナ
禍
も
そ
の
後
も
同
じ
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
は

①
毎
日
の
生
活
で
委
員
一
人
ひ
と
り
が
感

染
し
な
い
こ
と
が
最
重
要
と
考
え
ま
し

た
。

◦
検
温
の
習
慣
化

◦
マ
ス
ク
の
着
用

◦
手
洗
い
・
う
が
い

◦
食
事
・
睡
眠
・
運
動

に
着
目
し
、
免
疫
力
ア
ッ
プ
を
心
が
け
ま

し
た
。

②
相
談
支
援
活
動
で
は

◦
マ
ス
ク
の
着
用

◦
手
洗
い
・
消
毒

◦�

屋
外
で
2
ｍ
以
上
離
れ
て
の
会
話
を
心

が
け
る
こ
と

◦�

電
話
で
の
安
否
確
認
や
敷
地
外
か
ら
の

観
察
も
活
用
し
ま
し
た
。

③
一
人
で
悩
ま
な
い
よ
う
に
、
毎
月
第
一

土
曜
日
の
定
例
会
を
続
け
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
コ
ロ
ナ
後
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

　
「
緊
急
事
態
に
出
会
う
と
誰
で
も
パ

ニ
ッ
ク
に
陥
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
で
困
っ

た
と
き
に
相
談
で
き
る
人
を
決
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
勝
手
に
決
め
て
良
い
で
す
。

昔
か
ら
“
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
”
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
毎
月
の
定
例
会

開
催
の
意
義
も
《
日
頃
の
活
動
で
困
っ
て

い
る
こ
と
を
相
談
で
き
る
》
そ
こ
に
良
さ

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ

た
ら
相
談
し
て
み
ん
な
の
力
で
解
決
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
共
通
理
解
し
て
い

ま
す
。

　
定
例
会
の
柱
は
、

◦�

協
議
会
や
研
修
会
の
振
り
返
り

◦
協
議
の
時
間

◦
今
後
の
日
程
の
確
認

等
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
後
の
私
た
ち
は
、
①
委
員
一
人

ひ
と
り
感
染
し
な
い
こ
と
が
最
重
要
と
考

え
ま
す
が
、
家
庭
内
や
人
の
居
な
い
場
で

は
マ
ス
ク
を
外
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

人
混
み
や
屋
内
の
会
場
に
は
検
温
器
や

消
毒
剤
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
利
用
し

ま
す
。
②
訪
問
活
動
時
に
は
マ
ス
ク
着
用

と
消
毒
剤
を
持
ち
歩
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

上
手
に
防
い
で
、
委
員
一
人
ひ
と
り
の
活

動
が
充
実
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

�
（
寄
居
町　
吉
田
豊
）

寄
居
町

寄
居
町

令
和
5
年
度 

栄
典
及
び
各
種

表
彰
受
章
者
等
の
紹
介

（敬称略）

❖
春
秋
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

【
民
生
委
員
功
労
】

　
瑞
宝
単
光
章

　
　
戸
田
市�

磯
部　
恒
子
（
春
）

　
　
狭
山
市�

藤
野
美
佐
子
（
秋
）

　
藍
綬
褒
章

　
　
上
尾
市�

大
場　
玲
子
（
春
）

　
　
川
越
市�

田
中　
敏
江
（
秋
）

【
警
察
功
労
】

　
瑞
宝
双
光
章

　
　
加
須
市�

大
瀧　
　
廣
（
春
）

　
　
滑
川
町�

嶋
田　
　
操
（
春
）

　
瑞
宝
単
光
章

　
　
熊
谷
市�

藤
原　
康
男
（
春
）

【
統
計
調
査
功
労
】

　
瑞
宝
単
光
章

　
　
所
沢
市�

江
幡　
文
代
（
春
）

【
更
生
保
護
功
労
】

　
藍
綬
褒
章

　
　
春
日
部
市�

金
杉　
光
江
（
秋
）

❖
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

【
民
生
委
員
功
労
】

　
　
川
越
市�

加
藤　
道
子

　
　
川
越
市�

松
本
富
三
江

　
　
川
口
市�

須
賀　
千
晶

　
　
川
口
市�

鈴
木　
陽
子

　
　
所
沢
市�

橋
爪　
　
猛

　
　
加
須
市�

尾
髙　
幸
江

　
　
越
谷
市�

大
熊　
睦
子

　
　
越
谷
市�

松
本　
幸
子

　
　
蕨
市�

佐
籐　
政
美

　
　
日
高
市�

行
成
美
知
代

　
　
白
岡
市�

矢
島　
静
江

【
民
生
委
員
優
良
活
動
団
体
表
彰
】

　

�

久
喜
市
菖
蒲
地
区

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

　
「
地
区
内
小
中
学
校
と
の
連
携
」
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討
論
で
は
、
年

齢
の
上
限
基
準
を

上
げ
る
こ
と
で
な

り
て
確
保
が
可
能

か
、
と
い
う
議
論
の
中
で
、
年
齢
基
準
の
上
限
を
撤
廃
し
た
県
か
ら
参

加
し
て
い
る
89
歳
の
現
役
民
生
委
員
・
児
童
委
員
か
ら
も
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
埼
玉
県
で
は
一
斉
改
選
後
、
75
歳
か
ら
78
歳
に
定
年
を
変
更

し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
高

齢
化
社
会
到
来
の
現
実
か
ら
す
る

と
、
地
域
の
実
情
に
よ
っ
て
は
上

限
撤
廃
の
方
向
に
、
舵
が
と
ら
れ

る
可
能
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
欠
員
地
域
へ
協
力
し
て
い
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の
活
動
費

補
助
の
必
要
性
、
さ
ら
に
小
・
中
・

高
・
大
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
体
験

学
習
の
実
施
に
つ
い
て
な
ど
、
時

宜
を
得
た
適
切
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
ま
し
た
。�

（
藤
崎　
昇
）

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
研
究
協
議
会

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
研
究
協
議
会

第
83
回

　

相
模
原
市
は
、
地
区
民
児
協
の
運
営
支
援
と

問
題
解
決
ま
で
の
負
担
軽
減
を
実
現
す
る
た
め
、

Ｃ
Ｓ
Ｗ（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）※

等
の
配
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
市
統
一

の
活
動
用
マ
ッ
プ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に

よ
り
、
活
動
の
効
率
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
は
地
域
全
体
に
広
が
り
、
新

任
を
含
む
委
員
全
体
に
効
果
的
な
支
援
を
提
供

し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
県
民
児
協
研
修
部
会
で
は
、
２
月
26
日
に
実

施
さ
れ
る
相
模
原
市
の
県
外
視
察
を
通
じ
て
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
を

収
集
し
、
効
果
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
い
ま

す
。
今
後
の
発
展
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

視
察
結
果
は
次
号
の
県
民
児
協
だ
よ
り
で
報
告

す
る
予
定
で
す
。�

（
芦
澤　
吉
一
） 　

千
葉
市
若
葉
区
の
主
任
児
童
委
員
さ
ん
は
、
遊
び
の
大

切
さ
・
子
ど
も
と
日
常
的
に
関
わ
る
こ
と
の
重
要
性
を
踏

ま
え
て
、
色
々
な
人
に
声
掛
け
を
し
て
2
0
1
5
年
に
プ

レ
ー
パ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
プ
レ
ー
パ
ー
ク
で
は
、

遊
び
に
つ
い
て
ダ
メ
は
な
い
・
大
人
は
口
出
し
し
な
い
で
見

守
る
立
場
・
大
人
も
子
ど
も
も
誰
か
と
話
が
で
き
る
場
・

自
分
の
責
任
で
自
由
に
遊
ぶ
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
市

内
10
ヶ
所
に
も
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

川
崎
市
高
津
区
で
は
「
こ
ど
も
た
ち
、
子
育
て
に
関
わ

る
人
た
ち
の
地
域
の
応
援
団
で
す
」
と
伝
え
主
任
児
童
委

員
と
し
て
地
域
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
任
児
童
委

員
の
定
例
会
の
際
に
地
区
会
長
に
交
代
で
参
加
し
て
も
ら

い
、
交
流
を
持
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
地
域
ご
と
に

活
動
の
仕
方
は
違
っ
て
も
子
ど
も
の
成
長
を
願
い
、
皆
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
で
あ
り
た
い
と
思
い
、
こ
れ
か
ら

も
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。�（
磯
部　
恒
子
）

分科会1

分科会2

分科会3

一
斉
改
選
を
終
え
て

～
新
た
な
な
り
て
確
保

へ
の
取
り
組
み
～

民
児
協
の新

任
委
員
等
に
対
す
る

活
動
継
続
支
援

子
育
て
・
子
育
ち
を
支
え
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
民
児
協
お
よ
び

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
の
取
り
組
み

　
令
和
5
年
9
月
7
日
（
木
）
～
8
日
（
金
）
に
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
、
正
副
会
長
5
名
と
事
務
局
4
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
研
究
協
議
会
と
は
、
1
都
10
県
8
市
で
組
織
さ
れ
、「
相
互
に
緊
密
な
連
絡
を
図
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
進
展
に
資
す
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
2
年
後
の
令
和
7
年
度
は
埼
玉
県
が
開
催
当
番
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
研
究
協
議
会
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
す
る
こ
と
も
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
目
的
で
し
た
。

　
第
2
日
の
分
科
会
協
議
は
、
参
加
者
が
4
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
出
席
し
ま
し
た
。

記念講演の様子

※�
地
域
で
困
っ
て
い
る
人
を
支
援
す
る
た
め
に
、
地
域
の
人
材
や
制
度
、
サ
ー
ビ
ス
、
住
民
の
援
助
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
た
り
、
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
の
調
整
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ
た
り
す
る
役
割
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コ
ロ
ナ
禍
で
集
合
研
修
が
実
施

で
き
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
施
策
で

す
。

　
・�

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
利
用
し
た
会
議

　
・�

Ｄ
Ｖ
Ｄ
収
録
内
容
に
よ
る
研

修

　
・
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

⑷ �

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
広

く
住
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
施

策

　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
・
Ｆ
Ｍ
放
送
で
の
Ｐ
Ｒ

　
・�

埼
玉
県
広
報
「
彩
の
国
だ
よ

り
」
で
の
Ｐ
Ｒ

　
・
市
町
村
の
広
報
等
で
の
Ｐ
Ｒ

⑸ 

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
の
活
動

　
4
部
会
（
研
修
部
会
・
地
区
民

児
協
支
援
部
会
・
広
報
部
会
・
主

任
児
童
委
員
部
会
）
を
中
心
に
コ

ロ
ナ
禍
に
開
始
し
た
施
策
を
継
続

し
て
い
く
方
針
で
す
。

2�

　
第
4
分
科
会
に
参
加
し
て
感

じ
た
こ
と

　
栃
木
県
民
児
協
、
千
葉
県
民
児

協
、
横
浜
市
民
児
協
の
い
ず
れ
も

発
表
者
の
所
属
す
る
単
位
民
児
協

で
の
対
応
を
中
心
と
し
た
内
容
で

し
た
。

1
　
発
表
内
容

埼
玉
県
民
児
協
と
し
て
の
コ
ロ
ナ

渦
で
の
施
策
と
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
へ
の
継
続
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。

⑴ �

民
生
委
員・児
童
委
員
の
役
割

　
支
援
を
必
要
と
す
る
「
気
に
な

る
ひ
と
」
を
見
つ
け
、
行
政
や
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関

に
つ
な
げ
、「
気
に
な
る
ひ
と
」
の

課
題
を
改
善
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。

⑵ �「
気
に
な
る
ひ
と
」を
見
つ
け
る

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
「
気

に
な
る
ひ
と
」
を
見
つ
け
る
た
め

に
は
、
意
識
と
ス
キ
ル
の
向
上
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

　
「
気
に
な
る
ひ
と
」
ご
自
身
、ま

た
は
自
治
会
な
ど
周
辺
の
ひ
と
か

ら
民
生
委
員・
児
童
委
員
に
連
絡

を
貰
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
、民

生
委
員・
児
童
委
員
の
こ
と
を
広

く
住
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

⑶ �

民
生
委
員・児
童
委
員
と
し
て

の
意
識・ス
キ
ル
の
向
上
施
策

　
ご
苦
労
さ
れ
て
い
た
点
は
、
定

例
会
・
研
修
会
が
開
催
不
可
と

な
っ
た
こ
と
で
、
対
応
策
も
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
の
活
用
等
で
し
た
。
同
じ
よ

う
に
悩
み
、
同
じ
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
地
域
と
の
関
係
性
維
持
に
つ
い

て
も
、
サ
ロ
ン
活
動
（
高
齢
者
、

子
育
て
）
な
ど
、
同
じ
よ
う
な
活

動
で
し
た
。

　
埼
玉
県
民
児
協
の
説
明
用
に
会

場
で
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
80

セ
ッ
ト
（
2
冊
組
み
）
配
付
し
ま

し
た
が
、
追
加
の
希
望
が
あ
り
、

後
日
50
セ
ッ
ト
を
発
送
し
て
い
ま

す
。

分科会4

第
4
分
科
会
に
お
け
る

実
践
報
告

テーマ 実践報告者・概要

分科会
1

一斉改選を終えて
～新たななりて確保への取り組み～

①群馬県「民生委員のイメージ改革」
②山梨県「なり手不足の要因と対策」
③長野県「委員選出の工夫と今後の課題」
④静岡市「欠員対策と反省」

分科会
2 民児協の新任委員等に対する活動継続支援

①神奈川県「グループワークの導入」
②新潟県「活動強化方策の活用」
③さいたま市「初任者への研修・サポート」
④相模原市「新任委員への活動継続支援」

分科会
3

子育て・子育ちを支える地域づくりのため
の民児協および児童委員・主任児童委員の
取り組み

①茨城県「地域の要望や課題とその対策」
②東京都「サロンの実施と関係機関との連携」
③千葉市「プレーパークと主任児童委員」
④川崎市「コロナ禍での子育て支援」

分科会
4

アフターコロナの民生委員・児童委員活動
～支援が必要な「気になるひと」への
� 地域のネットワークと支援～

①栃木県「地域でのネットワークづくり」
②千葉県「コロナ前後の継続と変化」
③埼玉県「コロナ禍前後の民児協活動」
④横浜市「アフターコロナの地域支援」

�

発
表
者
　
志
子
田
健
一
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　埼玉県社会福祉協議会が実施している令和5年度埼玉県民生委員・児童委員研修に協力し、令和5年8月　埼玉県社会福祉協議会が実施している令和5年度埼玉県民生委員・児童委員研修に協力し、令和5年8月
25日には会長・副会長を対象としたリモート併用の集合型研修を埼玉県社会福祉協議会と共催で開催しま25日には会長・副会長を対象としたリモート併用の集合型研修を埼玉県社会福祉協議会と共催で開催しま
した。対面による参加は市町村民児協会長が52名、ZOOM配信視聴による参加は市町村民児協副会長やした。対面による参加は市町村民児協会長が52名、ZOOM配信視聴による参加は市町村民児協副会長や
単位民児協会長・副会長等の230名でした。現在は、各市町村においてDVD貸出型研修及び限定YouTube単位民児協会長・副会長等の230名でした。現在は、各市町村においてDVD貸出型研修及び限定YouTube
型研修が実施されています。型研修が実施されています。
　ここでは、集合型研修の実施報告、及びDVD貸出型研修を受講した方からお寄せいただいた感想や抱　ここでは、集合型研修の実施報告、及びDVD貸出型研修を受講した方からお寄せいただいた感想や抱
負等のコメントを紹介いたします。負等のコメントを紹介いたします。

会
長
・
副
会
長
研
修

実
施
報
告

全
階
層
向
け
研
修

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
貸
出
型
）

受
講
者
コ
メ
ン
ト

◆ 

研
修
の
目
的

　

全
階
層
向
け
D
V
D
貸
出
型
研
修
を

よ
り
効
果
的
に
活
用
い
た
だ
く
た
め
に
、

講
師
の
合
同
会
社
泉
惠
造
研
修
企
画
工

房
代
表
社
員
の
泉
惠
造
様
を
お
招
き

し
て
、
D
V
D
内
容
の
説
明
及
び
会
長
・

副
会
長
の
役
割
や
必
要
な
視
点
等
に
つ

い
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆ 

研
修
概
要

　
テ
ー
マ

　
「“
把
握
し
、
つ
な
ぎ
、
見
守
る
”
を

推
進
し
よ
う
！ 

～
『
民
生
委
員
児
童

委
員
信
条
』
を
読
み
解
く
～
」

　

令
和
5
年
9
月
よ
り
、
埼

玉
県
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

配
付
さ
れ
た
D
V
D
に
よ
る

研
修
が
各
地
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
実
施
方
法
は
、
集
合
し

1�

　
拠
り
所
と
し
て
の
民
生
委
員

児
童
委
員
信
条

　

現
在
の
「
民
生
委
員
児
童
委
員
信
条
」

は
5
か
条
の
末
文
が
す
べ
て
「
努
め
ま

す
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
努

力
目
標
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

各
条
を
読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。

　

第
一
条
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
隣
人
愛
」

と
「
福
祉
」
で
す
。

　
「
隣
人
愛
」
と
は
、
ご
近
所
付
き
合
い

を
深
め
て
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
く

こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
福
祉
」
は
、「
福
」
と
「
祉
」
の
意

味
か
ら
、『
し
あ
わ
せ
・
さ
い
わ
い
』
を

表
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、「
身
近
な
ご
近
所
同

士
、
一
緒
に
幸
せ
を
さ
が
し
ま
し
ょ
う
」

と
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
第
2

条
以
降
は
D
V
D
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

2
　
会
長
の
立
ち
位
置

　

会
長
は
、
民
児
協
の
代
表
と
し
て
、

組
織
の
方
向
性
を
指
し
示
し
、
成
果
達

成
に
導
き
ま
す
。

て
視
聴
す
る
、
各
委
員
が
自

宅
で
視
聴
す
る
等
で
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
研
修
を
受

　

各
委
員
が
安
心
し
て
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
委
員
を
見
守
り
、
し
っ
か
り
と
支

え
る
存
在
で
す
。

3
　
意
見
交
換

　
テ
ー
マ
「
信
条

を
振
り
返
ろ
う
！
」

　

こ
れ
ま
で
の
活

動
の
振
り
返
り
と
、

こ
れ
か
ら
何
を
し

て
い
け
ば
よ
い
か
、

グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
い
ま
し
た
。

4
　
む
す
び
に

　

活
動
を
進
め
て
い
く
う
え
で
大
切
な

こ
と
は
「
共
育
（
と
も
い
く
）
と
協
働

（
き
ょ
う
ど
う
）」
と
考
え
ま
す
。
ど
ち
ら

も
『
目
的
に
向
か
っ
て
一
緒
に
歩
ん
で
い

く
』
と
い
う
意
味
で
す
。
一
人
で
活
動
を

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
委
員
の
仲
間
、

関
係
機
関
・
団
体
、
地
域
住
民
な
ど
、

み
ん
な
で
共
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
忘
れ

ず
に
活
動
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

※�

市
町
村
に
お
け
る
配

信
視
聴
の
ご
協
力
に

よ
り
、
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

＜令和 5 年度埼玉県民生委員・児童委員研修の全体＞
　DVD貸出型（全階層、主任児童委員、新任委員）や限定YouTube
型研修は、実施期間中です。ぜひ、ご活用ください。

ぜひ、研修を振り返ると共に、今後について描いてみてください。

（
平
成
7
年
10
月
5
日
／
第
64
回
全
国
民
生
委
員

児
童
委
員
大
会
か
ら
施
行
）

実施方法 対象 主な内容 実施時期

集合型※

（対面・zoom）
会長
副会長

・�『民生委員児童委員信条』
を読み解く
・�会長、副会長の役割　他

8月25日
実施

一部録画配信 8月25日実施の集合型研修 9月15日～
10月31日

DVD貸出型

全階層 『民生委員児童委員信条』
を読み解く

9月4日～
3月末日

主任児童
委員

こども家庭庁創設と主任児
童委員活動

9月4日～
3月末日

新任委員 ・�活動記録の記入について・�生活福祉資金貸付制度
9月4日～
3月末日

限定
YouTube型

中堅
（課題別）

福祉課題等（障害全般、認
知症、生活困窮者、ヤング
ケアラー）

9月4日～
3月末日

ふじみ野市民児協
ＤＶＤ視聴研修会

【研修の意義】
　講師の泉様が、会長・副会長研修（8月25日実施）の際に、
研修の意義についてお話されていました。
◉�学ぶことで、評価点や改善点に気づくことができる
◉�気づくことができれば、今後の目標を描くことができる
◉�描いた目標に向かって行動することで変わることができる
　研修で得たこと感じたこと、聴いたことを、自分のペース
でゆっくりじっくりと沁みこませてください。
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埼 玉 県 民 生 委 員・埼 玉 県 民 生 委 員・
児 童 委 員 研 修  実 施 状 況児 童 委 員 研 修  実 施 状 況

1�
　
拠
り
所
と
し
て
の
民
生
委
員

児
童
委
員
信
条

　

現
在
の
「
民
生
委
員
児
童
委
員
信
条
」

は
5
か
条
の
末
文
が
す
べ
て
「
努
め
ま

す
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
努

力
目
標
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

各
条
を
読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。

　

第
一
条
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
隣
人
愛
」

と
「
福
祉
」
で
す
。

　
「
隣
人
愛
」
と
は
、
ご
近
所
付
き
合
い

を
深
め
て
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
く

こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
福
祉
」
は
、「
福
」
と
「
祉
」
の
意

味
か
ら
、『
し
あ
わ
せ
・
さ
い
わ
い
』
を

表
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、「
身
近
な
ご
近
所
同

士
、
一
緒
に
幸
せ
を
さ
が
し
ま
し
ょ
う
」

と
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
第
2

条
以
降
は
D
V
D
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

2
　
会
長
の
立
ち
位
置

　

会
長
は
、
民
児
協
の
代
表
と
し
て
、

組
織
の
方
向
性
を
指
し
示
し
、
成
果
達

成
に
導
き
ま
す
。

講
し
て
感
じ
た
こ
と
、
印
象

に
残
っ
た
こ
と
や
今
後
の
抱

負
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

新
任
委
員

　

仕
事
が
フ
ル
タ
イ
ム
な
の

で
、
ま
だ
ま
だ
地
域
の
方
と

の
接
し
方
が
足
り
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
究
極
の
散
歩

が
少
し
で
も
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
本
庄
市
）

　
“
背
伸
び
せ
ず
自
分
の
で

き
る
こ
と
か
ら
”
を
一
番
に

考
え
て
、
地
域
の
実
情
把
握

か
ら
始
め
多
く
の
情
報
を
得

る
中
で
、
相
談
に
対
応
で
き

る
知
識
行
動
を
培
っ
て
行
き

た
い
で
す
。�

（
白
岡
市
）

◆ 

中
堅
委
員

　

改
め
て
信
条
の
研
修
を
受

け
一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
が
胸

に
さ
さ
り
ま
し
た
。
意
味
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
毎
月
の

信
条
唱
和
が
楽
し
み
に
な
り

ま
し
た
。
学
ぶ
こ
と
を
こ
れ

か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
き

ま
す
。�

（
本
庄
市
）

　

信
条
に
従
い
活
動
上
の
留

意
点
・
心
構
え
が
分
か
り
易

く
ま
と
め
ら
れ
、
改
め
て
気

　

各
委
員
が
安
心
し
て
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
委
員
を
見
守
り
、
し
っ
か
り
と
支

え
る
存
在
で
す
。

3
　
意
見
交
換

　
テ
ー
マ
「
信
条

を
振
り
返
ろ
う
！
」

　

こ
れ
ま
で
の
活

動
の
振
り
返
り
と
、

こ
れ
か
ら
何
を
し

て
い
け
ば
よ
い
か
、

グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
い
ま
し
た
。

4
　
む
す
び
に

　

活
動
を
進
め
て
い
く
う
え
で
大
切
な

こ
と
は
「
共
育
（
と
も
い
く
）
と
協
働

（
き
ょ
う
ど
う
）」
と
考
え
ま
す
。
ど
ち
ら

も
『
目
的
に
向
か
っ
て
一
緒
に
歩
ん
で
い

く
』
と
い
う
意
味
で
す
。
一
人
で
活
動
を

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
委
員
の
仲
間
、

関
係
機
関
・
団
体
、
地
域
住
民
な
ど
、

み
ん
な
で
共
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
忘
れ

ず
に
活
動
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

※�

市
町
村
に
お
け
る
配

信
視
聴
の
ご
協
力
に

よ
り
、
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

色
々
な
組
織
や
機
関
に
つ
い

て
も
研
修
し
、
適
切
に
つ
な

ぎ
見
守
り
共
生
社
会
を
進
め

た
い
で
す
。�

（
ふ
じ
み
野
市
）

◆ �

単
位
民
児
協
会
長・副
会
長

　

信
条
に
示
さ
れ
て
い
る
精

神
や
考
え
方
を
詳
し
く
解
説

い
た
だ
き
、
地
域
住
民
と
の

接
し
方
な
ど
を
再
認
識
し
ま

し
た
。
活
動
に
お
い
て
住
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
全

委
員
と
共
有
し
、
推
進
す
る

こ
と
が
大
切
と
感
じ
て
い
ま

す
。
信
条
を
日
々
の
活
動
に

反
映
さ
せ
る
よ
う
、
委
員
へ

の
働
き
か
け
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。�

（
所
沢
市
）

　
「
把
握
し
、
つ
な
ぎ
、
見

守
る
」
と
い
う
民
生
委
員
の

在
り
方
を
示
し
て
い
る
の
が

信
条
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
人
そ

れ
ぞ
れ
に
寄
り
添
い
、
個
々

の
価
値
観
を
大
事
に
し
つ

つ
、
地
域
の
繋
が
り
を
築
き
、

助
け
合
う
心
を
紡
い
で
い
け

る
よ
う
、
組
織
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。�

（
滑
川
町
）

 講 師
合同会社
　泉惠造研修
� 企画工房
　代表社員
� 泉　惠造　氏

令和5年度
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太刀
　武蔵武士の大

おおかわらときもと
河原時基が備前長船派の刀工景光と景政に作らせた国宝の太刀。銘文による

と武蔵国秩父郡を本貫地（本籍地）とする大河原氏の名がみえる。

短刀
　前述の刀工景光が制作し、後世、上杉謙信が所持したことから「謙信景光」と呼ばれる短
刀。
　刀身の指表には「秩父大菩薩」の梵

ぼん
字
じ
が彫られ、元は秩父神社に奉納されたものといわれ

ている。

　これら 2点の国宝は期間限定で
特集展示されます。
　詳しくは埼玉県立歴史と民俗の
博物館HP内「常設展」をご確認く
ださい。
　会期：令和 6年 1月30日（火）
� 〜令和 6年 3月 3日（日）
　会場：�埼玉県立

歴史と民俗の博物館
　　　　常設展示室　第 3室

埼玉県の国宝紹介 －埼玉県内の国宝をシリーズで紹介いたします－

さいたま市大宮区  埼玉県立歴史と民俗の博物館  収蔵

太
た

刀
ち

  銘
め い

  備
び ぜ ん の く に お さ ふ ね

前国長船住
じゅうさひょうえのじょうかげみつ

左兵衛尉景光
短
た ん

刀
と う

  銘
め い

  備
び し ゅ う

州長
おさふねじゅうかげみつ

船住景光／元
げ ん

享
こ う

三
さ ん

年
ね ん

三
さ ん

月
がつ

日
じつ

埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り�
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協
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第 3 回

今後の予定
2 月

15日 正副会長会議/保護司連絡会 すこやかプラザ
26日 研修部会視察研修 神奈川県相模原市
27日 主任児童委員部会（分科会4）すこやかプラザ

3 月

12日 正副会長会議 すこやかプラザ
19日 第182回理事会 すこやかプラザ
29日 第171回評議員会 すこやかプラザ

4 月

18日 正副会長会議 すこやかプラザ
25日 監事会 すこやかプラザ

〒330-0075�さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人
埼玉県民生委員・児童委員協議会�広報係宛

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提
出
先

　
２
０
２
４
年
も
２
月
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
が
健
康

で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
１
年
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
干
支
（
か
ん
し
）
は
甲
辰
（
き
の
え
た
つ
）

と
い
う
こ
と
で
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
に
縁
起
の

よ
い
年
だ
そ
う
で
す
。

　
還
暦
も
過
ぎ
、
新
た
な
こ
と
を
始
め
る
機
会
が
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
甲
辰
の
年
に
因
ん
で
何
か
新
た
な
こ

と
を
始
め
て
み
た
い
と
考
え
る
昨
今
で
す
。
皆
様
も
何

か
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。�

（
志
子
田　
健
一
）

編
集
後
記

部
会
長　
　
志
子
田　
健
一

副
部
会
長　
藤
野　
美
佐
子

副
部
会
長　
大
島　
幸
雄

部
会
員　
　
矢
野　
幹
夫

部
会
員　
　
岩
田　
利
二

部
会
員　
　
吉
田　
豊

▼176号は県民児協
広報部Ｄチームで
編集、校正しました。

埼玉県立歴史と民俗の博物館
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